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あらまし：本研究では，板書を用いた授業と，プレゼンテーションソフトを用いた授業において，学習者

に提示される情報量（文字数）の違いに着目し，その比較を行う．それぞれのタイプの授業のビデオ分析

を行い，学習者に提示される情報量を求め，情報提示の速さ，一度に提示される情報量，および，提示さ

れている情報量の三つの観点から，分析を行う． 

キーワード：板書，スライド，提示，情報量， 授業分析 

 

 

1. はじめに 

我々は，書いていく過程をそのまま提示する特徴

を持つ板書の良さに着目し，新しい教育用プレゼン

テーションツールHPT(Handwriting Presentation Tool)

の開発を行っている（1）． 

本研究では，実際の授業を対象として，板書によ

る授業と，プレゼンテーションソフトによるスライ

ドを用いた授業の違いを，学習者に提示される情報

量（文字数）の観点から分析し，その違いを明らか

にする． 

 

2. 授業分析の方法 

本研究では，表１に示すように，二つの板書と三

つのスライドの，合計五つの科目の，一日の授業に

おいて，提示される情報量の観点から授業分析を行

った．スライド③の科目は，高専の選択科目であり，

それ以外は，大学（情報系学科）の必修科目である． 

ハイビジョンカメラ Panasonic HDC-SD100-Kを用

いて，板書またはスクリーンを，授業開始時から終

了時まで撮影した（板書②は講義録画ビデオの提供）． 

本研究のために開発した授業分析シートを用いて，

撮影したビデオを再生しながら，黒板あるいはスク 

 

表 1 分析対象授業科目一覧 

表記 授業科目名 

板書① 情報数理 I 

板書② 基礎解析学 I 

スライド① プログラミング概論 I 

スライド② 確率統計 

スライド③ 人工知能 

リーンに提示された文字数と時間を計測した． 

得られたデータを，Microsoft Excel を用いて分析

し，情報提示の速さ（提示される文字の時間当たり

の量），一度に提示される情報量（ひとまとまりとし

て提示される文字の量），提示されている情報量（黒

板またはスクリーンに提示されている文字の量）の

三つの観点から分析を行い，板書とスライドの違い

を定量化した． 

また，情報提示の速さの比較のために，内容を理

解しながら読む速さを測定する実験を行った．10名

の大学生に，中学生レベルの文章（2）と，大学入試レ

ベルの文章（3）を音読してもらい，その速さを測定し

た． 

 

3. 授業分析の結果 

3.1 情報提示の速さ 

実際にどの程度の速さで，学習者に情報が提示さ

れているのかを比較した．今回分析を行った，五つ

の授業における情報提示の速さを，図 1に示す． 

板書では，毎分 70～80文字程度の速さで提示され

ており，これは，一般的に知られている筆記の速さ 

 

授業 最大 平均 標準偏差 

板書① 180 76 29  

板書② 180 71 26  

スライド① 13680 5091 3640  

スライド② 11170 590 1261  

スライド③ 5960 545 870  

 

図 1 情報提示の速さ（文字／分）の比較 
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と一致している．それに対してスライドでは，短時

間で多くの情報を提示できるため，板書に比べて，

明らかに情報提示の速さが大きくなっていることが

分かる．特に，スライド①の授業は，プログラムの

ソースコードを一度に提示することがあり，そのこ

とが，情報提示の速さに大きな影響を与えている．

それ以外のスライド②および③の授業においても，

板書と比較すると，平均で約 7～8倍程度の速さで提

示されており，スライドの授業では，板書に比べて

情報提示がかなり速いことが実証された． 

また，標準偏差にも大きな違いがある．板書では，

書く速さにそれほどばらつきがないのに対して，ス

ライドでは，大きなばらつきがあることが分かる．

これは，スライド全体を一度に提示したり，アニメ

ーション機能を用いて，遂次的に提示したりしてい

るためであると考えられる． 

内容を理解しながら読む速さは，中学生レベルの

文章では，平均 335 文字／分，大学入試レベルの文

章では，平均 307文字／分であった．このことから，

スライドの授業では，読んで理解できる速さを超え

た量の情報が，提示されていることが分かる． 

 

3.2 一度に提示される情報量 

学習者に，どの程度の量が，ひとまとまりとして

一度に提示されるのかを比較する．五つの授業にお

いて，提示を始めてから，間をおかず，連続して提

示され続けるひとかたまりの情報量（文字数）を，

図 2に示す． 

 

授業 最大 平均 標準偏差 

板書① 46  8  6  

板書② 45  12  10  

スライド① 306  113  72  

スライド② 423  50  64  

スライド③ 140  31  30  

 

図 2 一度に提示される情報量（文字数）の比較 

 

板書では，比較的少ない量で区切りがあるのに対

して，スライドでは，より多くの情報が一度にまと

めて提示されていることが分かる． 

スライドでは，あらかじめ用意したオブジェクト

をまとめて提示することが容易にできるため，一度

に提示される情報量が，多くなる傾向が見られた．

一方板書では，書いていくことに時間がかかるため，

一度に多くの情報をまとめて提示することは少なく，

書いて，その説明を行い，また書いていく，という

一連のサイクルが見られた． 

標準偏差にも違いが見られた．板書では，一度に

提示される文字数のばらつきは小さいのに対して，

スライドでは，ばらつきがあることが分かる．これ

は，板書では，一度に大量の板書を一気に行うこと

はまれであるのに対して，スライドでは容易に多く

の情報を一度に提示できるためである． 

 

3.3 提示されている情報量 

板書では，比較的広い範囲に，継続的に情報が提

示されるのに対して，スライドでは，次々に画面が

切り替わっていくという特徴がある．五つの授業に

おいて，一枚の黒板あるいはスクリーンに提示され

ている情報量（文字数）を，図 3に示す． 

 

授業 最大 平均 

板書① 170  118  

板書② 712  523  

スライド① 306  113  

スライド② 423  69  

スライド③ 264  61  

 

図 3 提示されている情報量（文字数）の比較 

  

板書②では，スライド②③と比較して，平均で約

7～8倍，最大でも約 1.7～2.7倍の情報を保持してい

ることが分かる． 

一般にスクリーンよりも黒板の方が広く，多くの

情報を保持できることから，平均的に板書の方が多

くの情報を保持していると考えられる．スライドは，

一枚ごとに切り替えるため，提示された情報がすべ

て消えてしまうが，板書では連続的に書かれていき，

一定量の情報が保持される． 

 

4. まとめと今後の課題 

本研究では，学習者に提示される情報量の観点か

ら，板書を用いた授業と，プレゼンテーションソフ

トを用いた授業の違いを，定量的に明らかにした． 

この結果をもとに，現在開発中の HPTに取り入れ

ていくべき機能の設計と，それらの実装が，今後の

課題である． 
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